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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 50,153 16.8 2,209 17.2 2,335 6.1 1,556 2.9

2024年3月期第3四半期 42,930 △9.4 1,885 △40.4 2,201 △34.7 1,512 △33.9

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　1,734百万円 （1.9％） 2024年3月期第3四半期　　1,702百万円 （△26.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 137.22 ―

2024年3月期第3四半期 133.33 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 46,959 23,148 49.3

2024年3月期 42,015 22,481 53.5

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 23,148百万円 2024年3月期 22,481百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 35.00 ― 45.00 80.00

2025年3月期 ― 49.00 ―

2025年3月期（予想） 36.00 85.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,100 12.0 3,060 21.3 3,200 12.4 2,140 11.7 188.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P8「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P8「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 11,343,300 株 2024年3月期 11,343,300 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 1,591 株 2024年3月期 1,515 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 11,341,756 株 2024年3月期3Q 11,341,785 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。

実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 売上高

　売上高は、前年同四半期比16.8％増加し、501億5千3百万円となりました。主な増加要因は、商品単価が上昇

したこと、ならびにメモリ需要などの低迷により本格的な回復には至っていないものの、生成AI関連ならびに中

国向けの需要拡大により半導体製造装置業界向けの販売量が増加したほか、OA機器業界向けの販売量が増加した

ことによるものです。

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人給与所得環境の改善から個人消費に持ち直しの動きが

見られたことや、インバウンド需要の拡大などを背景に緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、円安の進

行や長期化する地政学的リスクを背景とする原材料・エネルギー価格の高止まり、欧米を中心とした金融引き締

め政策継続による景気後退懸念や米国の今後の政策動向の影響などにより、景気の先行きは依然として不透明な

状況が続いております。

　当社グループ業績に影響が大きい半導体製造装置業界については、生成AI向けおよび中国の半導体用設備投資

需要の拡大を受けて一部回復の動きが見られ、スマートフォンやパソコンなどの需要減速に伴う半導体メーカー

の在庫調整、生産調整にも底打ちの兆しが見られました。一方、EV需要の鈍化など、生成AI関連以外の需要回復

の遅れもあり、市場全体の本格的な回復時期については、不透明感が増している状況となっております。

　その他、航空・宇宙業界については、民間機需要の回復、防衛関連を中心に官需向けも好調に推移している一

方で、工作機械業界については世界的なインフレや高金利による景気減速の懸念などにより設備投資が先延ばし

にされる傾向から、需要回復が遅延しております。

　このような状況のなか、当社グループは、品質・サービスの改善などにより全社一丸となった受注率向上への

取り組みに注力したほか、アルミニウム・ステンレスの薄板在庫の拡充ならびに滋賀工場におけるファイバーレ

ーザー加工機の導入による新規需要の取り込み、成長領域として捉えている航空・宇宙業界および自動車業界を

中心に新規顧客の開拓、休眠顧客の再稼働に積極的に取り組んでまいりました。さらに図面加工品や環境に配慮

したエコシリーズの拡販、24時間365日見積り・注文可能なWEBサイト「白銅ネットサービス」の取扱アイテム数

を2024年３月末の84,900アイテムから2024年12月末には129,600アイテムへ拡充するなど利便性の更なる向上に

努めました。

　また、専門人員を配置し、金属3Dプリンター造形品および図面加工の即時見積り・注文機能、3DCADファイル

のアップロードにより即時に自動で材料の大きさを計算する材料取りアシスト機能など、前連結会計年度に追加

した「白銅ネットサービス」の新機能の普及に努めてまいりました。

　製造面においては、2024年12月に九州地方で２拠点目となる福岡工場を新設し、九州地方での半導体関連需要

の拡大を踏まえた体制強化を図ってまいりました。

　連結子会社の状況につきましては、株式会社AQRの売上高は半導体製造装置向けの販売量増加により前年同四

半期比で売上高が増加したほか、海外子会社である上海白銅精密材料有限公司、Hakudo(Thailand)Co., Ltd.、

West Coast Aluminum & Stainless, LLCの売上高についても前年同四半期比で増加いたしました。

　以上、顧客満足度の向上および事業領域拡大等の施策を着実に実行いたしました結果、売上高は、前年同四半

期比で増加となりました。

② 営業利益

　営業利益は、前年同四半期比17.2％増加し、22億9百万円となりました。

　営業利益の増加要因は、売上高の増加に加えて、単位当たりの粗利益額の増加、原材料市況の影響による棚卸

資産影響額差益の増加などです。なお、前年同四半期の棚卸資産影響額は5千7百万円の差益でしたが、当第３四

半期連結累計期間の棚卸資産影響額は、3億1千8百万円の差益となりました。

　棚卸資産影響額を除いた営業利益は、前年同四半期比で3.4％増加し、18億9千万円となりました。

③ 経常利益

　経常利益は、営業利益の増加により前年同四半期比6.1％増加し、23億3千5百万円となりました。

以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比2.9％増加し、15億5千6百万円となりまし

た。
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セグメント 売上高

営業利益

又は

営業損失（△）

経常利益

又は

経常損失（△）

親会社株主に帰属する

四半期純利益

又は

親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）

日本 43,620百万円 2,247百万円 2,341百万円 1,582百万円

北米 3,874百万円 △173百万円 △162百万円 △150百万円

中国 1,392百万円 3百万円 24百万円 18百万円

その他 1,267百万円 132百万円 131百万円 105百万円

 セグメントごとの経営成績は次のとおりとなります。

  当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

④ 当社を取り巻く環境

　原材料市況は、電気銅建値がトン当たり2024年３月末の137万円から2024年12月末には144万円に、アルミニウ

ム地金（日本経済新聞月別平均値）がトン当たり2024年３月末の40万円から2024年12月末には47万4千円に、ステ

ンレス鋼板（鉄鋼新聞月別中心値）がトン当たり2024年３月末の60万円から2024年12月末には63万円に、いずれ

も上昇しました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、469億5千9百万円と、対前連結会計年度末比で49億4千4百万円増加

しました。

　流動資産は、371億8千3百万円と、対前連結会計年度末比で50億5千5百万円増加しました。増加額内訳は、商品

及び製品20億5千5百万円、電子記録債権16億5千8百万円、受取手形及び売掛金10億9千7百万円、現金及び預金1億

4千3百万円等です。

　固定資産は、97億7千6百万円と、対前連結会計年度末比で1億1千1百万円減少しました。減少額内訳は、有形固

定資産2億9百万円等です。増加額内訳は、投資その他の資産1億1千6百万円等です。

（負債）

　流動負債は、237億4千2百万円と、対前連結会計年度末比で43億2千1百万円増加しました。増加額内訳は、電子

記録債務28億6千7百万円、買掛金16億7千万円、未払費用2億2千3百万円等です。減少額内訳は、未払消費税を主

とする流動負債その他2億2千9百万円、賞与引当金1億8千6百万円等です。

　固定負債は、6千8百万円と、対前連結会計年度末比で微減となりました。

（純資産）

　純資産は、231億4千8百万円と、対前連結会計年度末比で6億6千7百万円増加しました。増加額内訳は、利益剰

余金4億9千万円等です。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の53.5％から49.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づいております。

　現時点において、2024年８月９日の「2025年３月期 第１四半期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想

に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,700,664 5,844,646

受取手形及び売掛金 ※ 11,656,653 ※ 12,753,752

電子記録債権 ※ 4,396,107 ※ 6,054,617

商品及び製品 10,190,209 12,245,779

原材料及び貯蔵品 31,364 31,631

その他 181,242 279,722

貸倒引当金 △28,215 △27,077

流動資産合計 32,128,026 37,183,073

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,862,657 7,882,105

減価償却累計額 △6,441,375 △6,550,623

建物及び構築物（純額） 1,421,281 1,331,482

機械装置及び運搬具 9,192,659 9,564,822

減価償却累計額 △6,172,473 △6,627,976

機械装置及び運搬具（純額） 3,020,185 2,936,846

土地 1,899,876 1,899,876

その他 948,984 948,211

減価償却累計額 △636,881 △672,689

その他（純額） 312,102 275,522

有形固定資産合計 6,653,446 6,443,727

無形固定資産

のれん 802,735 775,941

その他 620,021 629,232

無形固定資産合計 1,422,756 1,405,173

投資その他の資産

投資有価証券 1,231,834 1,365,608

繰延税金資産 348,318 326,240

その他 231,368 235,942

投資その他の資産合計 1,811,521 1,927,791

固定資産合計 9,887,724 9,776,693

資産合計 42,015,751 46,959,766

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,159,199 8,829,925

電子記録債務 ※ 9,988,279 ※ 12,855,823

未払費用 788,436 1,011,682

未払法人税等 324,478 375,963

賞与引当金 383,884 197,764

役員賞与引当金 73,531 66,575

株主優待引当金 68,000 －

その他 634,647 404,681

流動負債合計 19,420,456 23,742,416

固定負債

長期預り保証金 14,800 16,800

退職給付に係る負債 11,647 12,545

その他 87,840 39,033

固定負債合計 114,287 68,378

負債合計 19,534,744 23,810,794

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 20,001,061 20,491,232

自己株式 △1,878 △2,067

株主資本合計 21,620,579 22,110,562

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 272,062 358,337

為替換算調整勘定 588,362 680,069

その他の包括利益累計額合計 860,425 1,038,407

非支配株主持分 1 2

純資産合計 22,481,007 23,148,972

負債純資産合計 42,015,751 46,959,766
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 42,930,616 50,153,891

売上原価 36,008,737 42,341,943

売上総利益 6,921,879 7,811,948

販売費及び一般管理費 5,036,028 5,602,534

営業利益 1,885,850 2,209,413

営業外収益

受取利息 8,818 10,865

受取配当金 109,408 45,189

不動産賃貸料 77,459 78,478

為替差益 68,212 －

債務免除益 69,435 －

その他 14,309 34,732

営業外収益合計 347,644 169,266

営業外費用

支払利息 5,516 －

不動産賃貸費用 20,806 11,666

固定資産処分損 4,511 3,479

支払手数料 377 378

為替差損 － 25,919

その他 894 1,563

営業外費用合計 32,106 43,006

経常利益 2,201,389 2,335,673

税金等調整前四半期純利益 2,201,389 2,335,673

法人税等 687,789 779,375

四半期純利益 1,513,599 1,556,298

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,352 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,512,247 1,556,298

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 1,513,599 1,556,298

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29,212 86,275

為替換算調整勘定 159,879 91,707

その他の包括利益合計 189,092 177,982

四半期包括利益 1,702,691 1,734,280

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,698,170 1,734,280

非支配株主に係る四半期包括利益 4,520 0

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影

響はありません。また、利益剰余金、資本剰余金及びその他の包括利益累計額の当期首残高への影響はありませ

ん。

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年12月31日）

受取手形

電子記録債権

電子記録債務

134,225千円

311,796

1,198,441

103,886千円

431,457

1,385,125

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決済処理をして 

おります。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日の満 

期手形等が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費  757,878千円  853,500千円

のれんの償却額   31,025 33,648

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）および、のれんの償却額は、次のとおり

です。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他 合計

日本 北米 中国 計

売上高

外部顧客に対する売上高 37,482,530 3,470,442 965,635 41,918,608 1,012,007 42,930,616

セグメント間の内部売上高又は振替高 567,836 － 30,353 598,189 － 598,189

計 38,050,366 3,470,442 995,989 42,516,798 1,012,007 43,528,805

セグメント利益又は損失（△） 2,074,251 34,872 △12,753 2,096,371 111,139 2,207,510

利益 金額

　報告セグメント計 2,096,371

　「その他」の区分の損益 111,139

　セグメント間取引消去 △6,120

　四半期連結損益計算書の経常利益 2,201,389

（単位：千円）

報告セグメント
その他 合計

日本 北米 中国 計

売上高

外部顧客に対する売上高 43,620,042 3,874,311 1,392,405 48,886,758 1,267,132 50,153,891

セグメント間の内部売上高又は振替高 829,526 209,607 4,892 1,044,026 17,694 1,061,720

計 44,449,568 4,083,918 1,397,298 49,930,785 1,284,826 51,215,612

セグメント利益又は損失（△） 2,346,325 △162,766 24,836 2,208,395 131,761 2,340,156

利益 金額

　報告セグメント計 2,208,395

　「その他」の区分の損益 131,761

　セグメント間取引消去 △4,482

　四半期連結損益計算書の経常利益 2,335,673

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分には、Hakudo(Thailand)Co., Ltd.を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分には、Hakudo(Thailand)Co., Ltd.を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年2月12日

白銅株式会社

取締役会　御中

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大　橋　佳　之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 及　川　貴　裕

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている白銅株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日まで

の連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年10月1日から2024年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（2024

年4月1日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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